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先日，国土交通省中部地方整備局
主催の建設技術フェアーに参加して
きました。2 日間の開催期間中に延
べ1万5000人を超える来場者があっ
たようです。愛知県内や近県の産・
官・学の建設技術者さんたちが主で
すが，建設業を担う高校，大学等の
学生さんも多数来場されていまし
た。未来の建設小町さんたちも多数
お見かけしました。当社も，学生さ
んが通るたびに，ほとんど無理やり
ブースに引きずり込んで「あること
ないこと」アピールと，粗品＆お菓
子（いわゆるハロウィン的な）でア
ンケートを書いてもらって，なんと
か会社名を憶えてもらおうと必死の
攻勢を繰り広げてきました。人当り
だけは自信があるので小生が呼び込
み役でしたが，さすがに 2 日間立
ちっぱなしは五十半ばには辛かった
です。宿泊ホテルの天然温泉のおか
げで何とか乗り切った感じです。ち
なみに，この名古屋市内のホテルさ
ん，深さ 1300 m の温泉を掘ってい
て，ボーリングコアまで展示して
あって，なかなか土木系的に親近感
のわくホテルです。

ちょっと話がそれましたが，建設技
術フェアーの主題は間違いなく「ICT
技術」で，各社の本気度になんとも
言えない焦燥感を抱いて帰ってまい
りました。先日別の i-Construction に

関する講演会で「この先 i-Con が残
るも消えるも，結局みなさんがやる
かやらないかにかかってます」と話
されているのを聞きましたが，消え
る心配はないかなと感じてもいます。

さて，今号の特集「防災，安全／
安心を確保する社会基盤整備」に関
する展示も非常に多岐にわたり，報
文探しに四苦八苦する編集委員とし
ては「先にフェアーがあればよかっ
たのに」と悔やんでもしかたないわ
けですが，情報収集の難しさと，な
にせ，最近忙しくてという言い訳で
若干溜息です。

フェアーでのやり取りでは，既存
設備への「点検技術」へのニーズを
口にされる方が多かったようです。
特に様々なトンネル関係の方から話
がありました。ただ，なかなか求め
られるレベルは高く，「車で走りな
がら簡単に」「遠隔で」「暗闇で」な
どなど機電屋としては，とりあえず
苦笑な話も多かったですね。

さて，来週は北陸地整さんの「け
んせつフェアー in 新潟 2017」その
次の週は中国地整さんの「建設技術
フォーラム 2017  in 広島」と私事で
すが続きます。なんとか天然温泉付
きのホテルを探さないといけないよ
うです。

最後になりますが，お忙しい中ご
執筆いただきました皆様には深く御
礼申し上げます。

  （京免・宮川）

12 月号「先端建設技術特集」予告
・国土交通省における CIM の導入・推進　・ImPACT タフ・ロボティクス・チャレンジにおけ
る災害対応建設ロボット　・総合的な i-Construction による緊急災害対応　・電動・軽量化を実
現した新型遠隔操縦ロボットの開発　・自律移動ロボットによる盛土締固め度及び水分量測定の
自動化　・次世代建設生産システムの現場適用と生産性向上への展望　・大水深対応型水中作業
ロボットの開発　・ドリル NAVI における新機能の開発　・AI を活用したコンクリート表層品
質評価システムの開発　・建設機械の改造が不要で着脱可能な装置による無人化施工技術の開発  
・次世代型ビーコンを利用した屋内作業員の可視化による現場管理システムの開発　・IoT を活
用した建設機械用アタッチメントの稼動管理システム（TO-MS）の開発
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